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算
計
一
．

仏全1993年6月1日

　
去
る
五
月
二
十
四
日
午
後
二
時
か
ら
、

ン
ド
ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

長
を
議
長
に
、
菊
嶋
慶
雄
、

事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。

東
京
グ
ラ

石
上
理
事

柳
下
隆
侃
の
両
師
を
議

　
議
案
第
一
号
「
平
成
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
、
川
島
総
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
平
成
四
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
、
斎
藤
財
務
部
長
が
決
算
書

を
詳
細
に
説
明
、
井
桁
雄
弘
監
事
が
監
査
報
告
を
行

っ
た
後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
三
号
「
創
立
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
残
金

処
理
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
、
斎
藤
財
務
部
長
が
説
明
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
石
上
議
長
よ
り
上
程
、
木
内
国
際
文
化
部
長
、
斎

藤
財
務
部
長
よ
り
、
昨
年
十
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

き
た
、
マ
ヤ
堂
の
第
一
期
考
古
学
調
査
が
本
年
四
月

に
終
了
し
た
こ
と
、
及
び
そ
の
作
業
に
関
わ
っ
た
予

算
の
執
行
状
況
等
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
、
つ
づ
い
て

今
後
の
課
題
と
し
て
、
秋
に
も
再
開
さ
れ
る
考
古
学

調
査
や
明
年
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
マ
ヤ
堂
の

建
設
構
想
を
確
立
す
る
た
め
の
専
門
家
会
議
の
開
催

等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
出
席
者
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
た
後
、
事
務
局
が
説

明
し
た
方
向
で
、
今
後
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項

　
各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　　

泣
塔
r
ニ
i
委
員
会

　
五
月
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室

で
、
本
年
度
第
一
回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
三
組
事
務
総
長
の
導
師
で
三
帰
依
文
を
唱
和
、
議

事
に
入
っ
た
。

議
題
①
ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告

　
今
回
の
出
張
は
、
考
古
学
調
査
の
第
一
期
作
業
の

終
了
を
確
認
す
る
事
が
目
的
で
あ
り
、
木
内
国
際
文

化
部
長
か
ら
「
第
一
期
調
査
報
告
書
」
を
基
に
、
詳

細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
報
告
に
基
づ
き
委
員
か
ら
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。
・

議
題
②
平
成
四
年
度
事
業
報
告

　
「
平
成
四
年
度
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
経
過
報

告
書
」
を
木
内
国
際
文
化
部
長
が
、
　
「
平
成
四
年
度

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
計
画
中
間
収
支
計
算
書
」
、
　
「
考

古
学
調
査
決
算
書
」
、
　
「
加
盟
団
体
協
力
金
納
入
状

況
書
」
を
斎
藤
財
務
部
長
が
説
明
し
、
了
承
さ
れ
た
。

議
題
③
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

　
六
月
九
日
に
開
催
さ
れ
る
、
W
F
B
執
行
委
員
会

に
併
せ
て
、
事
務
局
員
が
現
地
へ
出
張
す
る
事
が
、

了
承
さ
れ
た
。

　
ま
た
事
務
局
か
ら
、
今
秋
に
ル
ン
ビ
ニ
！
園
視
察

旅
行
を
計
画
し
て
お
り
、
本
委
員
会
委
員
、
加
盟
団

体
代
表
者
に
参
加
の
依
頼
を
し
た
い
旨
の
要
請
が
あ

り
了
承
さ
れ
た
。

山田恵諦会長　　ご染筆

（天台座主硯下）

2，000円箱入
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平成四年度財団法人全日本仏教会歳入歳出決算
入　の　部

全

収

科 目
予　算　額 決　算　額 差　異 備考

款 項 目

1．負　担　金 93，432，000 92，553，000 879，000

1．各宗派負担金 83，519，000 82，968，000 551，000

2．四団体負担金 9，913，000 9，585，000 328，000

2協　　賛　金 1，000，000 一 1，000，000

3．寄　付　金 1，500，000 500，000 1，000，000

4．未納徴収金 1，500，000 700，000 800，000

5．基金果実 700，000 876，270 △　176，270

6．雑　収　入 3300000 3282828 17172

当期収入計
（A） 101，432，000 97，912，098 3，519，902

前期繰越収支差額 7000000 10381820 △3381820
収ρ入 合　計　（B） 108，432，000 108293918 138，082

の

科 目
決　算　額 差　異 備考

款 項 目 予　算　額

1．事務総局費 70，750，000 69，123，507 1，626，493

1．人　　権　　費 51，750，000 50，872，218 877，782

1．事務総長手当 1，200，000 1，200，000 0

2．職　員　俸　給 26，380，000 25，655，557 724，443

3．諸　　　　　給 20，020，000 19，946，279 73，721

4．厚　　生　　費 2，500，000 2，420，382 79，618

5．退職積立金 1，650，000 1，650，000 0

2．事　　務　　費 11，900，000 11，222，173 677，827

1．借館借室費 4，300，000 4，300，000 0

2．通　　信　　費 2，000，000 1，859，094 140，906

3．消　耗　品　費 400，000 398，898 1，102

4．光　　熱　　費 2，000，000 1，479，485 520，515

5．備　　品　　費 1，500，000 1，488，986 11，014

6．印　　刷　　費 1，300，000 1，298，316 1，684

7．諸　　雑　　費 400，000 397，394 2，606

3．旅　　　　　費 3，300，000 3，234，590 65，410

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　　外　　費 1，800，000 1，794，526 5，474

2．総務部費 6，300，000 6，069，749 230，251

1．諸　会　議　費 3，300，000 3，072，181 227，819

1．理事会　費 1，200，000 1，195，798 4，202

2．評議員会費 400，000 400，000 0

3．諸　会　議　費 1，700，000 1，476，383 223，617

2．共通事項処弁費 3，000，000 2，997，568 2，432

3．財務部費 2，400，000 2，211，797 188，203

1．調査研究費 2，400，000 2，211，797 188，203

1．調査研究費 700，000 690，300 9，700

2．税務対策費 1，700，000 1，521，497 178，503

4．同和推進部費 6，000，000 4，343，729 1，656，271

1．同和推進費 4，000，000 3，090，106 909，894

2。同和委員会費 2，000，000 1，253，623 746，377

5．社会部費 12，000，000 11，420，327 579，673

1．組織強化費 5，500，000 5，313，916 186，084

1．組織強化費 1，500，000 1，355，708 通44，292

2．国内仏教徒会議費 4，000，000 3，958，208 41，792

2．機関誌発行費 5，000，000 5，074，076 △　　74，076

3．時局対策費 L500，000 1，032，335 467，665

6。国際文化部費 6，000，000 5，583，255 416，745

1．国際運動費 5，500，000 5，198，475 301，525

1．WFB関係費 2，500，000 2，854，955 △　354，955
2．国際仏教交流費 1，800，000 1，899，950 △　　99，950

3．国際渉外費 1，200，000 443，570 756，430

2．教化　諸　費 500，000 384，780 115，220

7雑　　　　費 482，000 473，494 8，506

8．基本金繰入金 500，000 500，000 0

9．予　備　費 4000000 1055813 2944187
当期支出合計　（C） 108，432，000 100，781，671 7，650，329

当期収支差額　（A）一（C） △7．000000 △2，869，573 △4，130，427
次期繰越収支差額　（B）一（C） 0 7，512，247 △7，512，247
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仏全1993年6月1日

わ
た
し
の
く
弘
法
大
師
〉
像
・
試
論

　
第
二
十
二
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研

究
会
が
、
去
る
三
月
二
十
九
日
午
後
一
時
半
か
ち
、

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
大
正
大
学
講
師
・
平
井
回
覧
師
が
、
　
「
わ
た
し
の

く
弘
法
大
師
V
像
・
試
論
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
次

の
よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
差
別
を
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
と
い
う
、
私
自
身
に

単
純
な
考
え
が
あ
る
。
こ
の
差
別
さ
れ
る
の
は
い
や

だ
と
い
う
自
分
の
基
本
的
な
感
覚
は
、
近
代
に
な
っ

て
人
権
思
想
が
高
ま
っ
て
き
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
私
を
は
じ
め
と
し
て
、
生
命
と
し
て
存
在

し
て
い
る
以
上
、
差
別
さ
れ
て
喜
ぶ
生
物
は
い
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
差
別
さ
れ
て
は
い
や
だ
と
思
っ
て
生

き
て
い
る
は
ず
で
あ
り
な
が
ら
、
人
間
が
差
別
を
し

て
し
ま
う
歴
史
を
持
っ
た
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん

支
配
の
問
題
等
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
疑
問
で
あ

る
。
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
本
日
の
問

大
正
大
学
講
師

平
井

題
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
宗
教
に
お
け
る
議
論
と
い
う
も
の
は
、

と
い
う
も
の
が
あ
り
、

持
つ
。
つ
ま
り
、

す
る
文
化
現
象
が
宗
教
で
あ
ろ
う
。

　
昭
和
五
十
九
年
に
朝
日
新
聞
に
、

軽
視
の
文
章
し
と
い
う
見
出
し
で
、

い
わ
ゆ
る
「
施
陀
羅
悪
人
」

宥
慶

許
容
限
度

　
　
そ
し
て
一
方
で
は
普
遍
性
を

こ
の
矛
盾
す
る
二
つ
の
面
が
混
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
空
海
が
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
性
霊
集
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
文
言
を
あ
げ
、
弘
法

大
師
は
差
別
者
だ
と
い
う
一
つ
の
主
張
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

が
問
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
大
師
は
差
別
を
し
た
の
か
、
差
別
し
た
心
を
持

っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
と
ば
だ
け
を
切
り
離
し
て
議
論
す
る
こ

と
は
、
本
質
を
見
誤
る
と
い
う
指
摘
の
通
り
、
　
「
施

陀
羅
」
と
い
う
文
言
が
ど
う
だ
と
い
う
こ
と
で
は
解

決
は
せ
ず
、
大
師
は
差
別
備
な
の
か
ど
う
か
、
こ
れ

が
唯
一
問
わ
れ
て
い
る
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
大
師
の
精
神
と
は
何
か
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
に

は
普
遍
性
な
い
し
総
合
性
が
あ
る
と
い
う
評
価
は
、

明
ら
か
に
＋
（
プ
ラ
ス
）
の
価
値
評
価
で
あ
り
、
差

別
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
逆
に
「
（
マ
イ
ナ
ス
）
の

評
価
に
な
る
。
こ
の
＋
・
一
の
問
題
は
、
大
師
が
一

人
の
自
由
な
教
養
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
当
然
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
自
身
は
真
言
宗
と
い
う

宗
派
に
属
す
者
で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
大
師
は
空
海

で
あ
り
、
さ
ら
に
祖
師
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々

が
よ
っ
て
立
つ
よ
り
所
と
し
て
存
在
す
る
人
な
の
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
＋
か
一

の
ど
ち
ら
か
の
評
価
に
な
る
。
大
師
を
よ
り
所
と
し

て
選
択
し
た
か
ら
に
は
、
部
分
的
な
ほ
れ
込
み
は
許

さ
れ
ず
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
護
教
に
な
る
。

　
大
師
の
生
涯
の
中
に
は
、
い
く
つ
か
の
思
想
的
な

危
機
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
番
有
名
な
も
の
は
、
徳
一

と
の
論
争
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徳
一
は
密
教
に
お

け
る
即
身
成
仏
を
取
り
上
げ
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
成

仏
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
は
行
は
あ
り
得
ず
、
そ

れ
す
な
わ
ち
密
教
は
仏
教
で
は
な
い
の
か
と
論
難
す

る
。
こ
れ
に
対
す
る
返
答
の
仕
方
で
、
真
言
宗
が
仏

教
で
あ
る
か
な
い
か
が
決
す
る
訳
で
、
大
師
に
と
っ

て
は
大
変
な
危
機
的
状
況
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
危
機
的
状
況
が
あ
っ
た
事

に
こ
こ
で
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
大
師
の
出
発
点
に

あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
こ
に
は
『
三
教
指
帰
』

と
い
う
著
作
が
あ
る
。
こ
れ
は
儒
・
道
・
仏
の
三
教

の
中
か
ら
仏
教
を
選
び
、
そ
の
選
ん
だ
こ
と
を
宣
言

一4一



1993年6月1日仏全

す
る
宣
言
書
で
あ
る
。
思
想
史
的
に
は
『
弁
顕
密
二

教
論
』
で
顕
・
密
の
う
ち
密
教
を
選
び
、
　
『
即
身
成

仏
義
』
で
即
身
成
仏
と
い
う
一
つ
の
概
念
を
新
た
に

打
ち
出
し
、
　
『
十
住
心
論
』
で
基
本
的
な
世
界
観
の

構
築
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
最
初
は
明
ら
か
に
『
三
教

指
帰
』
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
が
な
ぜ
大
師
に
と
っ
て
危
機
に
な
る
か
と
い

う
と
、
ま
ず
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
こ
の
時

代
の
重
み
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
、
大
師
一
生
の

課
題
と
も
な
り
、
そ
の
一
生
は
い
わ
ば
こ
れ
に
対
す

る
答
え
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
『
三
教
群
長
』
は

日
本
最
古
の
比
較
思
想
論
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
大
師
は
比
較
を
し
て
仏
教
を
選
び
取
っ
た
訳
で
あ

る
。
し
か
し
、
比
較
思
想
論
と
は
い
え
臨
書
論
的
に

い
え
ば
、
誠
に
儒
教
に
も
道
教
に
も
好
意
的
に
書
か

れ
た
書
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
三
教
指
帰
』

の
本
当
の
テ
ー
マ
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
仏
教
を
選

び
取
っ
た
こ
と
だ
け
を
肯
定
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の平井宥慶師

本
質
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
本
質
と
は
正
に
「
忠
と
孝
」
の
問
題
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
仏
教
に
お
け
る
出
家
と
は
戸
主
を
構
成
単
位

と
す
る
当
時
の
律
令
制
国
家
に
お
い
て
、
反
国
家
、

反
社
会
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
仏
教

が
伝
来
し
て
以
来
、
ヰ
国
の
社
会
で
も
繰
り
返
し
議

論
さ
れ
て
来
た
事
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
　
『
三
教
指
帰
』
の
中
で
忠
と
孝
に

応
え
る
と
い
う
事
の
持
つ
重
み
は
、
大
変
な
危
機
的

状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
流

れ
の
中
に
生
き
た
大
師
が
仏
教
を
選
択
す
る
と
い
う

こ
と
の
意
義
は
、
正
に
あ
る
意
味
で
は
そ
の
時
代
を

越
え
、
そ
の
時
代
の
体
制
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
批

判
を
し
、
新
た
な
る
精
神
の
確
立
を
ね
ら
う
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
の
律
令
制
と
い
う
国
家
体

制
の
中
に
あ
っ
た
仏
教
教
団
に
対
し
て
、
大
師
が
あ

え
て
私
度
僧
と
し
て
、
こ
の
律
令
制
の
中
の
出
家
者

で
あ
る
あ
り
よ
う
を
捨
て
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
こ

れ
は
非
常
に
大
き
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
し

か
も
こ
の
宣
言
書
た
る
『
三
教
指
帰
』
を
も
っ
て
世

に
請
う
た
訳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
宣
言
の
持
つ

意
味
合
い
は
、
そ
の
時
代
の
仏
教
教
団
で
は
律
令
制

の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
な
い
者
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
国
家
統
制
へ
の
反
逆
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
日
本
の
仏
教
の
歴
史
で
見
れ
ば
、
誰

か
が
い
ず
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
意
味
合
い
で
は
、
大
師
の
教
団
は
日
本

の
自
前
の
教
義
体
系
を
持
っ
た
最
初
の
も
の
と
な
っ

た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
大
師
の
著
作
中
か
ら
、
　
「
施
陀
羅
」
あ
る

い
は
「
毛
人
」
と
い
う
表
現
が
問
題
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
内
、
　
「
野
陸
州
に
贈
る
駅
弁
に
序
」
を

見
る
と
、
大
師
が
「
あ
ち
ら
に
い
る
人
は
違
う
」
と

い
っ
て
い
る
と
い
う
事
は
、
私
も
否
定
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
事
だ
が
、
そ
れ
は

大
師
が
考
え
る
世
界
観
に
慣
れ
て
い
な
い
、
す
な
わ

ち
仏
法
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
つ
ま

り
大
師
は
一
つ
の
危
機
的
状
況
の
中
で
仏
法
を
選
ん

だ
。
こ
の
仏
法
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
所
に
基
本

を
お
く
事
は
、
十
住
心
の
世
界
観
か
ら
い
え
ば
一
つ
．

の
帰
着
点
な
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
も
う
一
方
の
「
栴
陀
羅
悪
人
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
文
言
を
前
後
の
脈
絡
か
ら
見
る
と
、
仏
弟

子
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
事
が
こ
こ
で
は
問

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
見
ず
に
、
　
「
栴
陀
羅
悪
人
」

と
は
差
別
的
表
現
で
あ
る
と
い
う
事
の
み
で
は
議
論

に
な
ら
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
を
選
ぶ
と

い
う
事
は
大
師
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の

で
は
な
く
、
つ
ね
に
反
国
家
、
反
社
会
に
な
り
得
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
全

て
の
問
題
は
、
そ
の
根
幹
に
あ
る
も
の
を
つ
ね
に
捕

ら
え
て
、
議
論
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
、
結
論
が

つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

一5一
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本
会
で
は
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
、

顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
先
生
に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
室
」
を

開
設
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
年
秋
に
始
め
ら
れ
た
こ
の
相
談
室
へ

は
、
こ
れ
ま
で
に
税
務
対
策
等
、
千
件
近
い
相
談
（
電
話
を
含
む
）

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
最
近
は
ど
ん
な
問
題
が
多
い
か
、
お
話
を
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
。

一
最
近
、
税
務
に
関
し
て
は
、
お
寺
か
ら
ど
の
よ

う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
に
比
べ
る
と
、
税
金
に
関
す
る
相
談
は
減
っ

て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、
税
務
調
査
が
ほ
ぼ
一
巡
し

た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
目
新
し
い
も
の
と
し

て
は
、
地
価
税
に
関
連
し
て
、
報
告
書
を
出
し
て
ほ

し
い
と
い
う
手
紙
が
、
税
務
署
か
ら
一
部
の
お
寺
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
地
等
の
明
細
が
知
り
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
利
用
状
況
、
利
用
区
分
、
所
在
地
、

地
目
、
さ
ら
に
は
路
線
価
、
固
定
資
産
税
の
評
価
額

ま
で
、
大
変
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
地
価
税

は
申
告
納
税
制
度
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
調
査
を
行

う
の
で
し
ょ
う
が
、
調
査
書
は
い
わ
ゆ
る
・
お
尋
ね
“

と
い
っ
し
ょ
で
、
法
律
上
、
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
静
岡
県
で
は
、
管
内
の
お
寺
全
部
に
、
決

　
　
　
（
聞
き
手
　
社
会
部
長
・
野
生
司
祐
宏
）

算
書
を
出
せ
と
い
っ
て
き
た
税
務
署
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
も
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
に
小

さ
い
お
寺
で
は
、
決
算
書
類
な
ど
作
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
法
律
上
、
そ
う
し
た
書
類
は
必
要
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

　
宗
教
法
人
法
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
財
産
目
録

で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
財
産
目
録
を
作
る
た
め
に
は
、

収
支
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
が
、
当
然
に
必
要
と
な

っ
て
く
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
法
的
に
最
低
限
必
要

な
の
は
、
財
産
目
録
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
税
務
職
員
が
来
た
時
、
収
支
計
算
書
や
貸
借
対

照
表
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
問
題
に
な
る

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
税
務
職
員
は
、
そ
う
し

た
も
の
を
あ
ま
り
見
た
が
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
彼
ら

が
見
た
が
る
の
は
、
も
っ
と
原
始
記
録
に
近
い
、
金

銭
出
納
帳
や
預
貯
金
の
通
帳
な
ど
で
し
ょ
う
。

1
こ
う
し
た
会
計
に
関
す
る
書
類
は
、
一
般
の
檀

信
徒
に
も
見
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
高
裁
で
、
そ
う
い
う
判
例
が

出
て
い
ま
す
。

一
宗
教
法
人
の
税
制
に
関
し
て
、
よ
く
昭
和
五
十

六
年
の
法
人
税
基
本
通
達
が
問
題
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
通
達
の
ど
こ
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
通
達
の
特
長
は
、
公
益
法
人
が
本
来
の
事
業

を
行
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
収
益
事
業
に
該
当
す
る

場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
文
化
し
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
列
挙
さ
れ
た
も
の
は
、
公

益
法
人
本
来
の
事
業
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
課

税
す
る
と
い
う
方
式
で
す
。
朝
日
大
学
の
石
村
耕
治

教
授
は
、
こ
れ
を
「
限
定
列
挙
事
業
課
税
方
式
」
と

名
づ
け
て
い
ま
す
。

1
つ
ま
り
課
税
路
側
が
、
事
業
の
種
類
を
き
め
て

し
ま
う
と
（
現
行
は
三
十
三
種
）
、
宗
教
者
側
が
こ

れ
は
宗
教
本
来
の
活
動
な
の
だ
と
、
い
く
ら
強
く
主

張
し
て
も
、
三
十
三
種
に
該
当
す
る
限
り
は
、
課
税

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
や
り
方
で
は
、
何

故
に
宗
教
本
来
の
活
動
が
課
税
さ
れ
な
い
の
か
、
法

律
上
の
根
拠
が
説
明
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、
収
益
事
業
の
申
告
の
際
に
、
本

一6一
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来
の
活
動
に
つ
い
て
の
収
支
計
算
書
も
添
付
し
ろ
と

規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
信
教
の
自
由
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
非
常
に
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

1
し
か
し
現
実
に
、
収
益
事
業
に
つ
い
て
の
決
算

書
類
は
お
見
せ
し
ま
す
が
、
宗
教
本
来
の
活
動
に
関

す
る
資
料
は
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
、
と
拒
否
す
る
よ
う

な
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
労
働
組
合
は
、
労

働
基
本
権
の
侵
害
だ
と
い
っ
て
、
こ
う
し
た
も
の
を

見
せ
て
い
ま
せ
ん
。
税
務
署
側
が
見
せ
う
と
い
う
根

拠
の
一
つ
は
、
光
熱
費
の
よ
う
に
共
通
経
費
に
つ
い

て
、
そ
の
割
り
合
い
を
知
り
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
必
要
な
資
料
を
付
け
れ
ば
よ
い
だ
け

の
話
で
し
ょ
う
。
本
来
の
事
業
の
全
体
像
が
わ
か
る

よ
う
な
収
支
計
算
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一
今
後
は
会
計
簿
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
資
料

を
檀
信
徒
に
も
あ
る
程
度
公
開
し
た
ほ
う
が
よ
い
、

と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
…
。

　
寺
が
課
税
さ
れ
な
い
の
は
、
公
益
法
人
だ
か
ら
で

す
。
公
益
法
人
の
公
益
性
を
担
保
す
る
一
つ
の
要
素

と
し
て
公
開
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
一
般
原
則
で
す
。
し
か
し
、
仮
に
檀
家
五
〇
上

位
の
寺
で
、
寺
の
会
計
を
広
く
公
開
す
れ
ば
、
住
職

や
寺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
さ
ら
に
は
檀
信
徒
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
誰
が

い
く
ら
お
布
施
を
出
し
た
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
信
教
の
自
由
と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
る
で
し

ょ
う
。
巨
大
宗
教
法
人
で
あ
れ
ば
、
公
開
を
大
々
的

に
行
っ
て
も
、
個
別
信
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弱
小
法
人
で
は
、
公

開
に
も
自
ず
か
ら
限
度
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
法
人

の
規
模
と
の
関
係
で
、
公
開
性
を
あ
る
程
度
制
限
し

て
も
、
公
益
法
人
の
公
益
性
を
阻
害
す
る
も
の
で
は

な
い
と
い
え
ま
す
。

一
宗
教
法
人
法
に
は
施
行
規
則
や
政
令
も
な
く
、

ま
た
全
て
の
法
人
を
規
模
に
関
係
な
く
同
一
の
も
の

と
見
な
し
て
い
ま
す
。
巨
大
新
宗
教
も
小
さ
な
寺
院

も
、
同
じ
基
準
で
律
す
る
の
は
、
無
理
が
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
が
。

　
宗
教
法
人
法
が
何
故
、
施
行
規
則
や
政
令
を
設
け

て
い
な
い
か
と
い
え
ば
、
や
は
り
憲
法
で
保
証
さ
れ

た
「
信
教
の
自
由
」
を
重
く
考
え
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
宗
教
の
問
題
は
、
国
会
で
成
立

さ
せ
る
法
律
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
下
部
の
機
関
に

は
委
任
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
宗
教
法
人
法
が
成
立
し
た
時
点
で
は
、
複
数

の
県
に
ま
た
が
る
よ
う
な
、
も
っ
と
い
え
ば
全
国
規

模
の
巨
大
単
立
法
人
が
誕
生
す
る
な
ど
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
、
予
想
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
例
え
ば
二
つ
以
上
の
県
に
ま
た
が
っ
て
、
事

務
所
を
置
い
て
活
動
す
る
よ
う
な
法
人
は
、
い
く
つ

か
の
法
人
に
分
け
て
、
そ
れ
を
包
括
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
、
と
い
う
よ
う
な
指
導
は
出
来
る
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。

1
明
ら
か
に
節
税
だ
け
を
目
的
と
し
て
宗
教
法
人

を
設
立
し
た
り
、
法
人
格
を
取
得
す
る
よ
う
な
行
為

が
後
を
断
た
な
い
と
、
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
て

い
ま
す
。
宗
教
法
人
の
自
立
自
浄
と
い
っ
て
も
、
こ

う
し
た
ま
と
も
で
は
な
い
と
、
誰
も
が
感
じ
る
よ
う

な
法
人
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
れ
は
法
人
税
の
課
税
の
仕
方
と
無
関
係
で
な
い

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
を

み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
収
入
は
収
益
事
業
収
入
で
し

ょ
う
。
公
益
法
人
に
お
い
て
は
、
収
益
事
業
と
は
本

来
の
活
動
を
助
け
る
た
め
の
事
業
で
あ
る
は
ず
で

す
。
課
税
庁
は
、
本
来
の
活
動
で
あ
っ
て
も
、
課
税

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、
一
方
で

は
、
ほ
と
ん
ど
収
益
事
業
し
か
行
わ
な
い
団
体
の
公

益
性
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
へ
ん
が
大
変

曖
昧
で
す
。
公
益
法
人
の
事
業
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
考
え
て
い
か
な
い
限
り
、
本
来
な
ら
ば
営
利
法
人

で
行
う
べ
き
事
業
を
、
宗
教
法
人
で
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
税
金
逃
れ
を
し
ょ
う
と
す
る
人
を
生
み
出
す
土

壌
は
、
な
く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

1
最
後
に
、
お
寺
で
弁
護
士
さ
ん
を
顧
問
に
お
願

い
し
た
い
場
合
、
顧
問
料
は
ど
の
程
度
か
か
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。

　
私
の
場
合
、
月
五
万
円
位
か
ら
で
す
ね
。
収
益
事

業
を
大
々
的
に
や
っ
て
い
た
り
、
特
別
な
問
題
を
か

か
え
て
い
た
り
す
れ
ば
別
で
す
が
。
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「
同
宗
連
」
（
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教

団
連
帯
会
議
）
の
第
十
三
回
総
会
が
、
去
る
四
月
二

十
三
日
午
後
一
時
か
ら
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務

所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
式
に
つ
づ
い
て
議
事
に
入
り
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
、
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
、
さ

ら
に
規
約
の
一
部
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
審
議
の
課
程
で
、

出
席
者
か
ら
事
務
局
運
営
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
活

発
な
質
問
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
新
し
い
役
員
教
団
の
選
出
に
移
り
、
新

議
長
教
団
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
副
議
長
教
団
に

浄
土
宗
、
神
社
本
庁
、
真
宗
大
谷
派
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
、
天
台
宗
、
立
正
佼
成
会
の
六
教
団
が
、
ま

た
企
画
委
員
長
教
団
に
曹
洞
宗
、
広
報
委
貝
長
教
団

に
天
理
教
、
さ
ら
に
監
事
教
団
に
聖
観
音
宗
、
臨
済

宗
建
長
寺
派
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

　
議
事
終
了
の
後
、
こ
の
た
び
第
七
期
の
同
宗
連
議

長
に
就
任
し
た
豊
原
大
成
本
願
寺
派
総
務
か
ら
挨
拶

が
行
わ
れ
、
新
し
い
事
務
局
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
四
時
三
十
分
、
閉
会
式
の
後
、
京
都
東
急
ホ
テ
ル

に
席
を
移
し
て
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

○
仏
旗
（
大
）
た
て
蜘
㎝
よ
こ
㎜
㎝
三
二
、

○
仏
旗
（
中
）
た
て
9
0
㎝
よ
こ
鵬
㎝
一
二
、

○
仏
旗
（
小
）
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
　
九
、

○
手
　
旗
　
　
た
て
7
0
㎝
よ
こ
0
0
㎝
　
八
、

。
法
綾
た
て
9
。
㎝
よ
こ
翻
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

○
○
○
円

○
○
○
円

三
〇
〇
円

○
○
○
円

四
〇
〇
円

お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部

小ひψ「ひ小◎ψゆ’鞭◇ψ9’硝脚・●・幽ひ瀞◆轡φψ・の・ψ・ひ㊥・ひ轡◇ψ9・ψφψr●．

例
，
◇
…
，
◆
…
◆
…
◆
，
◆
，
◆
…
◇
，
◆
、
◆
，
9
一
＋

寺
坂
　
義
照
（
元
全
仏
副
会
長
）

四
月
二
十
六
日
、
八
十
六
歳
で
遷
化

西
山
浄
土
宗
前
管
長

美
璽
9
務
｛
局
儲
録
事
≦

　
　
1
五
月
一

　
　
七
日
　
高
野
山
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

　
　
＋
日
　
局
内
会
議

　
十
一
日
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
庭
野
平
和
賞
受
賞
式
出
席

＋
二
日

＋
三
日

＋
九
日

二
＋
日

二
＋
～
二
士
二
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

二
＋
七
日

二
＋
九
日

三
＋
一
日

監
査
会

法
律
相
談
室

ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会

基
本
法
中
央
集
会
出
席

国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
会
出
席

　
　
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

局
内
会
議

理
事
会

法
律
相
談
室

．
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
設
立
十
周
年
記
念

式
典
出
席

具用王寺

浅草通り五三会加盟店

漱魏」漁田商店
東京都台東区寿2－m－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（3841）4965
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年
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一
日
発
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、
　
　
　
　
　
一
へ

発
行
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籏
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昌
　
　
発
行
所
　
財
団
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人
　
　
全
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仏
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園
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一
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－
四
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